
白
鷹
町
と
し
て
の
支
援

問

米
価
下
落
に
よ
る

稲
作
農
家
へ
の
支

援
を
ど
う
す
る
か
。

町
長
こ
の
苦
境
を
乗
り

切
り
、
来
年
度
以

降
も
継
続
し
て
稲
作
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
次
期
作
に
向
け
た
水

稲
種
子
の
購
入
費
用
・
生

産
資
材
費
用
へ
の
助
成
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農
林
課
長

支
援
策
の
制

度
設
計
に
つ

い
て
は
、
近
隣
の
市
町
の
情

報
収
集
を
行
う
な
ど
、
検

討
し
た
結
果
、
10
ア
ー
ル
当

た
り
種
子
代
千
円
、
生
産

資
材
代
千
円
、
合
計
２
千

円
の
支
援
を
実
施
し
た
い
。

生
産
者
か
ら
の
要
望
は

問

生
産
農
家
・
生
産

団
体
と
ど
の
よ
う

な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
要
望
が
あ
っ

た
の
か
。

農
林
課
長

農
業
委
員
会

か
ら
の
意
見

書
の
提
出
、
稲
作
生
産
者

と
町
長
と
の
懇
談
会
を
開

催
し
た
。

　
登
熟
不
足
、
い
も
ち
病

の
発
生
、
そ
し
て
概
算
金

の
下
落
と
な
り
、
今
後
の

経
営
に
不
安
を
抱
い
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
多
く
の
農
家
に
支
援
が

行
き
渡
る
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
て
ほ
し
い
、
次
年
度

の
再
生
産
に
向
け
た
支
援

が
望
ま
し
い
と
の
話
が

あ
っ
た
。

※
収
入
保
険
等
の 

加
入
状
況

問

農
家
収
入
を
カ

バ
ー
す
る
こ
と
が

で
き
る
収
入
保
険
及
び
　

※
ナ
ラ
シ
対
策
の
加
入
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

農
林
課
長

収
入
保
険
は

13
・
５
％
で
、

県
全
体
及
び
置
賜
と
比
較

し
て
も
低
い
状
況
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ナ
ラ
シ
対
策
は

認
定
農
業
者
等
が
対
象
と

な
り
、
加
入
者
数
は
48
件

（
57
・
８
％
）
で
、
面
積

で
は
３
０
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
39
・
４
％
）
で
あ
る
。

問

収
入
保
険
の
加
入

率
が
極
端
に
低
い
。

そ
の
理
由
を
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
か
。

農
林
課
長

基
準
収
入
が

全
額
補
償
さ

れ
な
い
こ
と
、
補
償
内
容

を
上
げ
れ
ば
保
険
料
が
高

く
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

様
子
を
見
て
い
る
方
が
多

い
と
聞
い
て
い
る
。

町
長
収
入
を
補
償
す
る

制
度
は
複
数
あ
る

が
、
も
う
少
し
わ
か
り
や

す
い
保
険
制
度
に
し
て
い

く
べ
き
と
思
う
し
、
要
望

も
し
て
い
き
た
い
。　

転
作
の
重
点
作
物
振
興

問

枝
豆
団
地
化
計
画

の
進
捗
状
況
は
ど

う
か
。

農
林
課
長

作
付
面
積
の

拡
大
（
42
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
と
反
収
の
向

上
は
達
成
し
た
が
、
販
売

単
価
の
下
落
に
よ
り
、
販

売
額
１
億
円
の
達
成
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

問

次
年
度
の
生
産
調

整
を
達
成
す
る
た

め
、
枝
豆
の
振
興
方
針
を

ど
う
考
え
る
か
。

農
林
課
長

枝
豆
部
会
の

会
議
で
、
販

売
額
１
億
円
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。
し
か

し
、
新
た
な
拡
大
は
慎
重

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と

思
う
。

町
長
白
鷹
町
の
枝
豆
部

会
は
相
当
努
力
な

さ
れ
て
き
た
と
認
識
し
評

価
し
た
い
。
コ
ロ
ナ
が
落

ち
着
け
ば
、
素
晴
ら
し
い

も
の
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

金田　悟議員

米価下落等に対する農家経済対策をどうする
町長　水稲種子の購入費用等に助成したい

※「収入保険」
　全ての農畜産物を対象に、自然災害による収量減少
や価格低下など、農業者の経営努力では避けられない
さまざまなリスクによる収入の減少を補償する制度。
※「ナラシ対策」
　対象品目（米・麦・大豆）の販売収入の合計が、標
準的収入を下回った場合に、その差額の９割を国から
の交付金と農業者の積立金で補てんする制度。

東屋

駐車スペース
(18 台）

コミュニティ
センター

除雪
ステーション

消防
ポンプ庫

萩野
ふれあい館

石碑

◎経過

◎改修する内容

◎契約金額と工期

空調設備の更新、多目的トイレの新設、
電灯のLED化、水飲み場の改修など。

契約金額は5588万円で、
工期は令和４年３月25日まで。

整備後30年が経過し、指定避難所でも
あるため、老朽化した施設の長寿命化に
向けて、建物全体の状況を把握する調査
を行いました。環境性能や省エネルギー、
経済性に優れた設備の導入などを総合的
に判断し、改修することになりました。

鷹山防雪センターとして整備され40年。
老朽化が著しく施設のリニューアルが必
要になっています。また、１階には除雪
機械の格納スペースがあり、主な集会は
２階で行っているため、高齢者などには
利用しにくい状況で、鷹山地区から整備
の要望が出されていました。

令和３年12月から実施設計（施工する
ために必要な図面をつくる）、令和４年
度に解体・建築・外構工事を行います。
また、町が持つ31台の除雪機械の格納
庫も作られます。両施設は、令和５年
度から使用開始の予定です。

◎背景 ◎建設までの予定

※変更される場合があります。

外観イメージ（予定） 配置図（予定）基本構想基本構想

コミュニティセンター
のホームページへ

コミュニティセンター
のホームページへ

N
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一
般
質
問
（
こ
こ
が
聞
き
た
い
）




